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8)これからのプランクトン研究をどうするか-ベントス(底生無脊椎動物)生態学の視点から
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Abstract It has long been recognized that for the community organization of marine benthic inverte-

brates， processes during pelagic larval stages， mostly lasting for several weeks， are important as well 

as processes during benthic stages. However， such recognition was not explicitly incorporated into the 

framework of investigation until the early 1980's even in the rocky intertidal community ecology， 

which has provided a number of important principles to the community organization theory in 

general. More emphasis had been placed on postsettlement processes such as competition and 

predation. Recent growing body of evidence has shown that presettlement processes such as 

planktonic survival and return success to adult habitats may be more crucial. However，‘supply-side 

ecology'， which deals with these processes， has been confronted with essential difficulty in seeking for 

metapopulation and/or metacommunity dynamics. The hardest obstacle is to specify source-sink 

relationships between regional populations comprising a metapopulation. This is especially true of 

rocky intertidal communities， which are sometimes inaccessible in the case of wave-beaten， exposed 

shores. The present paper highlights the advantage of a set of small-to medium-sized intertidal 

sandflats as a target study system for metapopulation/ metacommunity dynamics. A case study 
conducted on intertidal sandflats and their offshore waters in western Kyushu， Japan for more than 

20 years points to the importance of presettlement processes in the organization of a metacommunity 

situated in a meso-scale space 

Key words: supply-side ecology， presettlement process， metaゃopulation(-community) dynamics， 

intertidal sandflat， meso-scale space 

1 .はじめに

メロプランクトンとしてのベントス浮楳幼生に焦点を当てる

本稿の視点は，ホロプランクトンを扱うほかの5論文の視点と

は異ならざるを得ない.すなわち，これからのプランクトン研

究というよりむしろ これからのベントス生態学において浮瀞

幼生期をどう扱うかという立場からの提言になる.ベントスの

生活史学・個体群生態学・群集生態学において， ?手i詐幼生期の

動態を研究の枠組みのなかに組み込む必要性は最近とみに認識

されるようになったが 実際の取り組みは底生期の研究に比べ

て大きく遅れている.ここでは ベントス群集生態学が進展す

るにつれて浮准幼生期の研究が取り込まれるようになった経緯

の紹介を切り口とし そこで、浮かび、上がってきた問題点とその

解明への展望につき 私が現在行っている研究を例にとり議論

したい

2.岩礁潮間帯の群集研究における問題点

一般生態学に及ぼしたインパクトの大きさという点からは，

ベントス群集生態学のなかで岩礁潮間帝群集の研究成果が果た

した役割が最も大きい (Raffaelli& Hawkins 1996， Menge 

& Branch 2001などの優れた本や総説を参照されたい). 20世

紀初頭から本格的になった岩礁潮間帯群集の研究は，とくに19

50年代から1970年代にかけて興隆した.この進展には，おもに

西欧の研究者が長年にわたって蓄積してきた重厚な記載研究の

うえに，アメリカ合衆国西海岸やオーストラリア東海岸などで

盛んになった野外実験手法が加わったことがあずかっている.

野外実験のおもな操作は，岩礁面からの特定種の取り除きや添

加である.その後，野外実験によって岩礁潮間帯の群集構造を

解明する試みは，日本を含む世界各地で盛んに行われるように

なった(岩崎 2001，野田ほか 2001).研究のおもな対象になっ

たベントスは，岩礁に固着して生活するフジツボ類・イガイ類

(二枚貝)・海藻類や，移動力はあってもその範囲が限定されて
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いるタマキピ類やカサガイ類など，さらにはそれらを食べるヒ

ドデ類などの捕食者である.被食されるベントスどうしでは，

基本的に 2次元の岩礁面が空間をめぐる競争の対象資源となる.

岩礁面でよく見られるベントスの帯状分布構造は，潮位勾配に

沿った環境条件の変化に対するそれぞれの種の生理学的耐性の

みならず，種間競争の優劣によっても決まる.さらに，ある種

の捕食者は被食者の種間関係を変更する.たとえば，フジツボ

に比べて空間占有力に勝るイガイを選択的に食べるヒトデは，

間接的にフジツボの生残を可能にし その波及効果は群集の種

多様性を維持することにつながる(トップダウン効果).

1980年代になって，岩礁潮間帝群集の構造は底生期の過程だ

けによって決まるのではなく，沖合の過程も重要であることが

指摘され出した.そのひとつが 栄養塩の供給の多寡が一次生

産力を規定することを通じて ベントス浮齢幼生の生残率に影

響を及ぼす可能性である(このようなボトムアップ効果は，岩

礁に生える藻類の生長を通じて発揮される場合もあるに もう

ひとつは，沖合の海洋構造によって海岸に供給される幼生供給

量の多寡が，底生期の個体群サイズや群集構造に影響を及ぼす

可能性である.この側面を研究する分野をSupply-sideecolo-

gyという.Supply-side ecologyの枠組みによる最近の研究

成果については， Morgan (2001)やUnderwood& Keough 

(2001)などの優れた総説を参照されたい. また，岩礁潮間帯

のみならずベントス一般の浮説幼生の分散・回帰機構と海洋構

造の関連についての優れた本や総説としては， McEdward 

(1995)やForward& Tankersley (2001)を参照されたい.

岩礁潮間帯群集研究の先進地であるアメリカ合衆国西海岸を例

にとれば，競争や捕食 被食関係など底生期の種間相互作用に

よって群集構造の大枠が決まるような系はワシントン州からオ

レゴン州にかけての海岸で見られる.そこではベントスの密度

が恒常的に高く維持されている.ところが，カリフォルニア州

の海岸では，ベントスの宮、度が時空間的に変動し，低密度のと

ころでは強い種間相互作用が起こらない.このような地理的な

差が生ずる原因として，沖合における浮説幼生量の差が挙げら

れた (Connolly& Roughgarden 1998).岩礁潮間帯ベント

スのおもな繁殖期である春から夏にかけて西海岸沿岸では，赤

道方向への卓越風によって湧昇流が起こり，海岸から放出され

た浮i15'f幼生が沖合に運ばれる.卓越風の強さと恒常性，さらに

海岸地形との相互作用の違いによって，カリフォルニア州沿岸

では保持される浮瀧幼生量が少なく変動も大きいのに対し，オ

レゴン州以北の沿岸では比較的狭い海域に多量の浮i1ff幼生が安

定して滞留し，海岸に回帰できる.

以上のような浮説幼生期の過程を取り込んだ研究動向のなか

で必然的に視野に入ってきたのは，メタ個体群動態・メタ群集

動態の観点である.すなわち，浮准幼生のやりとりを通じて交

流する分集団(=地域底生個体群)全体の動態を明らかにする

ことに基づいて，群集レベルの動態に迫る方向性である.メタ

群集を構成する各地域群集の動態は一律ではない.群集メンバー

それぞれの種ごとに，幼生を供給する地域個体群とそれを受け

取る地域個体群間のソース シンク関係が様々であるからだ.

ここで注意すべきことは メタ個体群・メタ群集の観点で想定

されている系の空間スケールは 上述したアメリカ合衆国西岸

の例におけるようなスケールよりも;皇かに小さいことである.

本稿では便宜的に，これらのスケールをそれぞれメソスケール，

マクロスケールと呼ぶ.実証面では メタ個体群・メタ群集の

観点に立った研究成果は未だ出ていない.その理由として，私

は岩礁潮間帯が本質的に不利な研究対象系であるためだと考え

る.たとえば，潮位差が大きい海域の干潮時ですら人がとても

近づけないような大きな波が砕け散る岩礁湖間帯(露出海岸の

切り立った崖など)に，最も豊かな固着生物群集が発達してい

ることがある.この岩礁潮間帯の個体群(たとえばフジツボ個

体群)が，遮蔽海岸の個体群に対して幼生の主要な供給源になっ

ていることもあるだろう.その場合，たとえ遮蔽海岸では種間

競争や捕食によってフジツボの個体群成長が抑えられ，他の地

域個体群のソースには成り得ないような状況であっても，これ

がメタ個体群全体の存続にはあまり関係してこないと考えられ

る.メタ個体群の分集団間における本当のソースーシンク関係

が不明であることは，岩礁i朝間帯メタ群集の動態解明にとって

大きな|盗路となるだろう. この点については， 先述したMor

gan (2001)やUnderwood& Keough (2001)などの総説

でも触れられていない.

3. 中~小規模の砂質干潟群集研究の利点

海岸線に沿って散在する潮間帯ベントス地域個体群のあいだ

のソースーシンク関係を明らかにするためには， (1)各地域個体

群サイズ(分布と密度)をしらみつぶしに調べ，それぞれから

放出される浮詐幼生量を推定する (2)沖合の海洋構造を把握す

る， (3)浮i詐幼生の分散・滞留・回帰の実態を明らかにすること

が必要となる.それを踏まえて メタ個体群として扱うべき系

が特定される.さらにメタ群集の動態にまで視野を広げるなら

ば，構成種それぞれのメタ個体群動態を把握しなければならな

い.これらが容易成らざる作業であることはすぐに想像がつく

だろう.私は1979年以来，熊本県天草下島の北西隅にある砂質

干潟(富岡湾干潟)において ベントス群集の変遷を調べてき

た(図 1).富岡湾は，有明海と東シナ海の問に介在する橘湾

の南西隅に位置する支湾である.群集変遷の諸相については，

玉置(1995，2001)とFlach& Tamaki (2001)にある詳細な

まとめを参照されたい.富岡湾干潟は，大潮の干潮時に海岸線

に沿って 4km，沖合方向に150~700 m1二出する.この程度の

比較的中~小規模の砂質干潟は岬と岬のあいだに成立しており，

四九州の東シナ海沿岸から橘湾を経て有明海の湾口部側1/3の
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図1. 西九州，有明海から橘湾を経て東シナ海市岸までの海岸線におけるハルマンスナモグリの分布(合計103ケ所)とイボキサゴの分布(合

計10ケ所)(王置(2001)の|叉114-2を改変).海岸線のすぐ沖側の点線は，有明海と橘湾における比較的規模の大きいず潟の範囲をノJ~す.ニ

ホンスナモグリNiho九otrypαeαJαpo九icαはハルマンスナモグリと同属の種で、あ 1)，おもに有明海中央部の広大な砂質 rir.:~に生，臼、している.

この種もハルマンスナモグリと同様，近年，個体群の爆発的増大を起こした.有明海奥部の IAJマークの付いた干潟はj尼質干潟であり，ス
ナモグリ類は性息していない.富岡汚干潟(左下挿入国)では，黒塗 1)矩形域において，ベントス群集の継続調査が1979年以来行われてき

た.ハルマンスナモグリとニホンスナモグリのi手前幼生期は，ともに 5つのゾエア期と 1つのデカボディッド期から成る. これらのうち，

ゾエア 1，3期とデカホ。デイツド期の種間識別が可能である.ハルマンスナモグリ幼生とニホンスナモグリ幼生の主な生育海域は，それぞ

れ橘湾南部と有明海中央部に位置している.図のなかで，幼生の齢期の進行I11巨を矢印で、不しである.橘汚の南部と北部には，それぞれ東シ

ナ海由来の高塩分水塊と有明海由来の低塩分水塊が配置している.これらの水塊の時間的平均流は，それぞれ束と西に向かつて流れている.

水域に至る海岸線に沿って点在している.有明海の湾口部側

1/3の水域は，東シナ海由来の外海性水の影響が及ぶ限界であ

る(日本海洋学会沿岸海洋研究部会 1985).一方，有明海の中

央部から奥部にかけては，広大な砂質あるいは泥質の干潟が発

達している.これまでに得られた結果はまだ不十分であるが，

中小砂質干潟のベントス群集を構成する幾つかの優占種は，外

海性水が占める水域のなかでメタ個体群を形成していることが

次第に明らかになってきた.また，最近数年間に初めて気づい

押し寄せる波浪の大きい開放砂浜と異なり，観察・採集・実験

がより容易に行える場所である.第三に，それぞれの空間的規

模があまり大きくないので 干潟全域にわたる継続調査が可能

である.これに対して，たとえば有明海の広大な干潟について

は，労力の限界により綿密な調査が行えない.とはし、うものの，

中小の砂質干潟についてさえも メタ個体群・メタ群集の実質

的な研究はこれまで行われてはこなかった.

たことだが，メソスケールの空間で展開されるメタ個体群の動 4.富岡湾干潟ベントス群集の長期変化

態を扱うとき，中小規模の砂質干潟群は最も好適な対象系と考 以下に，東シナ海沿岸から橘湾を経て有明海の湾口部側1/3

えられる.その理由として，以下のことが挙げられる.第 Aに， に至る水域の中小砂質干潟に棲む二つの優占種[ハルマンスナ

砂質干潟はもともとある程度遮蔽された海岸に発達するので， モグリNihonotrypαeαhαrmαndi(十脚甲殻類，スナモグリ

原則として対象海域すべての地域個体群に接近できる.第二に， 科)とイボキサゴUmbo丸山m (Suchiμm) moniliferum (巻
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貝，ニシキウズガイ科):図 2]を例としてとりあげ，それぞ

れのメタ個体群におけるソース シンク関係，さらには種間関

係が織りなすメタ群集の動態を要約する.二種の地域個体群の

分布は，図 1のなかでそれぞれ黒丸とU字で示しである.富岡

湾干潟におけるおもな研究地は，図 lの左下挿入図の黒塗り矩

形域である(海岸線に沿って300m，大潮時の平均干出幅310

m). ハルマンスナモグリは地下数十cmに達するY字型の巣穴

にl個体ずつ棲み，干潟表面から落ちてくる砂のなかのデトリ

タスを食べる.残りの砂は巣穴開口部から外に頻繁に排出され

る.その結呆生す、るマウンド(砂の小さな丘)は潮汐流や波に

よって容易に崩されるので，ハルマンスナモグリが棲みつくと

基質表層の流動性が非常に高まる.本種の底質改変作用には，

基質酸化層(茶色の層)の拡大と還元層(黒色の層)の消失も

含まれる.基質に対するこれらの働きを総称して，生物撹枠作

用 (bioturbation)という.ハルマンスナモグリの繁殖期は

6月から10月までである.メスは 2~ 3週間抱卵する.浮併幼

生期間は約3週間である.干潟に着底した幼生は， 1年後に繁

殖に参加する.寿命は 2年である. 1979年当時，富岡湾干潟に

おける本種の分布域は岸側 1/3のゾーンに限定されていたが，

その後沖に向かつて急激に拡大し， 1984年には全域を占めるに

至った.これと同時に 研究開始当初 平均160m-2以下で、あっ

た個体群密度も一挙に増加し，最高1，400m-2を達成した. こ

の高密度状態は1994年まで安定して続いていた.ところが1995

年になって個体群密度は突如激減し始め 2001年現在では1979

年当時のレベルに戻ってしまった.この個体群減少は， 1995年

から急に増えた底生魚、のアカエイに帰せしめられる(原田

2002).彼らは胸鰭を羽ばたかせて干潟に大穴を聞け，地下深

くに棲むハルマンスナモグリを掘り起こして，それをほぼ専食

する方，イボキサゴは干潟表面に棲む懸濁物食者で、ある.

1979年当時，本種は富岡湾干潟の沖側半分のゾーンに玉砂利の

ハルマンスナモグリ

図2 (下)ハルマンスナモグリとその巣穴.巣穴のなかにたまった余分な砂は，遊泳肢を使って開[]音防、ら噴出される.さらに，酸素が豊富

な干潟上ノドが巣穴に導入され，砂層全体が再変化され茶色を弔する.1979年当時，ヱド種は富岡湾干潟の岸↑WJ1/3のゾーンに分布していたが， そ

の後分布域・密度を増大させ， 1984年には干潟全域を占めるに至った.しかし， 1995年よりアカエイによる捕食圧が加わったため密度が急

減し，現存では1979年の水準に戻ってしまった. (上)イボキサゴとその付随種群.1979年当時，イボキサゴ1土富 1，司汚干潟の沖側半分のゾー

ンに高?存度で分布していたが， 1986年に絶滅した.その後， 1997年から復活し始め，現在では1979年の密度にj足った.チェックマークを付

けた 9種は，イボキサゴ個体群の絶滅とともに消失した.その後，イボキサゴ個体群の復活に1>1'って，渦虫類 1種，外部寄E主の巻貝 l種，
ヤドカリ類2種の個体群も回復しつつある.
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ような高密度(平均2.000m-2) の状態で生息していたが，そ

の後減少し， 1986年に絶滅した.これは，幼生の新規加入がハ

ルマンスナモグリによって妨げられたためである.イボキサゴ

の稚貝サイズは0.2mm弱で、あり 排出砂の下敷きになって窒

息死したり，巣穴の深部に落下して干潟表面に復帰できなくなっ

て死亡する.なお世界的にも，スナモグリ類は貝類に対する加

害ベントスとしてよく知られている.富岡湾干潟におけるイボ

キサゴ個体群の消失状態は1996年まで続いていたが， 1997年に

復活し始め， 2001年現在では1979年当時のレベルに回復した.

イボキサゴはもともと捕食者・外部寄生者・空き殻利用者(ヤ

ドカリ類)など多くの付随種に取り巻かれており(図 2)，そ

のうち 9種の地域個体群もいったん絶滅したが，最近4種が復

活してきた.すなわち アカエイの捕食によるトップダウン効

果によってベントス群集の種多様性が高まったことになる.

5.浮瀞幼生期の動態

最近20年間，対象水域では，ハルマンスナモグリとイボキサ

ゴ個体群の著しい消長は富岡湾干潟だけに限った現象で、はなかっ

た.まず，ハルマンスナモグリ地域個体群の爆発的増大は，図

1の2重丸で示した複数の干潟で起こった.その背景には何

か広域的な共通原因があるようだ.また，イボキサゴ地域個体

群の絶滅も×印で示した複数の干潟で起こった.これはハルマ

ンスナモグリ個体群の増大と並行していた.ハルマンスナモグ

リ個体群の爆発的増大について， I浮i詐幼生期の生残率を上げ

るような出来事(有明海の富栄養化の進行に伴うボトムアップ

効果?)が1970年代末ころから起こった」という仮説を立て，

その実証に向けて研究を始めた.未だ最終目標には遠い段階で

あるが，最初の成果として，メタ個体群のソースーシンク関係

が次第に明らかになってきた (Tamakiet al. 1999， Tamaki 

& Miyabe 2000).それは対象水域の海洋構造 (Matsunoet 

al. 1999)と密接に関連しており，つぎのように要約される.

メタ個体群の分集団のなかで，富岡湾干潟個体群は丙の端に位

置し， しかもサイズ(個体群密度×干潟の占有面積)が最大で

ある.橘汚では，初期齢の幼生は全体に広がって分布している

が，後期齢の幼生は北部から消失し，南部でのみ残る.その海

域は富岡湾干潟から1O~20 km北~西方向に位置している.橘

湾の南部には東シナ海由来の高塩分水塊が，また，北部には有

明海由来の低塩分水塊が配置している.両者が接する境界には

河口フロントができる.大潮・小湖周期の15日間で時間平均す

ると，南部と北部の水塊はそれぞれ東方向(=有明海方向)と

両方向(=東シナ海方向)に流れている.干潟個体群からの幼

生の放出は，夜の最満潮時に続く 3時間以内に集中して起こる.

その結果，富岡湾干潟から放出された幼生は，強し守|き潮に乗っ

ていったん西に運ばれる.しかし，齢期が進むにつれて東向き

の時間的平均流に乗り，あるものは有明海に入るかもしれない

が，かなりの部分が上述した海域に保持される. 一方，有明海

から橘湾に流入した初期齢の幼生は，後期齢、に達するまでには

西向きの時間的平均流に乗り湾外へと散逸してしまう.つまり，

富岡湾干潟のハルマンスナモグリ個体群は有明海の干潟個体群

へのソースになることはあっても，逆の(=シンクになる)可

能性は低いといえる(独立採算制による地域個体群の維持).

このような富岡湾干潟個体群と有明海干潟個体群のあいだの

ソースーシンク関係は，イボキサゴのメタ個体群にはそのまま

適用できない.1997年以降の富岡湾干潟個体群の復活は，明ら

かに，天草下島の東海岸にある数ケ所の干潟に存続していた個

体群から放出された幼生の流入に負っている.ここでは，ハル

マンスナモグリの場合と逆のソースーシンク関係が成立してい

る.そのしくみの鍵は浮瀧幼生期間の違いにありそうだ.イボ

キサゴ幼生の浮説期間は48時間である(原因ほか未発表).こ

れは，東南アジア産の同属種で，砂質干潟ベントス群集におい

てイボキサゴと極めて近いニッチを占めているサラサキサゴ幼

生のそれと同じである (Berry1986). このような短い浮瀧期

間であればこそ，強いヲ|き潮流に乗って天草下島の東海岸から

富岡湾に幼生が速やかに運ばれたと考えられる.ハルマンスナ

モグリのように 3週間も海に漂っていると，結局は海水の時間

的平均流の場に捕捉され，富岡湾に達することはできないのだ

ろう.以上をまとめると，ハルマンスナモグリ個体群の爆発的

増大と凋落，イボキサゴ個体群の絶滅と同復といった一連の顕

著な現象が比較的短期間に起こったことによって，地域群集の

再構築過程をメソスケール空間のなかに位置づけて捉える機会

に恵まれたといえる.すなわち，メソスケール海域に存在する

種のプール (pool)における優占種のメタ個体群動態， こと

に海洋構造と幼生の浮瀞期間が相侯って実現される地域個体群

聞のソースーシンク関係 を通じて地域群集がどう構築されて

いくのか，その手がかりを知る入り日に立つことができたとい

える.

6. まとめ一時空間スケールの重要性

以上で紹介した事例は ベントス浮按幼生の分散の意義につ

いて，空間スケールを特定して研究することの重要性を認識さ

せる.浮併幼生の発生型は 直達発生型(浮瀞期間=0)・卵

栄養短期浮瀧韮:J.プランクトン栄養浮準型の三つに大きく分け

られる手j詐期間は，ホヤ類のように数時間しかないものから，

ある種の腹足類のように200日間を越えるものにまで及んでい

る (Thorson1950， Mileikovsky 1971， Scheltema 1971，菊

池 1982).後者は，大同洋を横断するような遠距離分散型幼生

(teleplanic larvae)と呼ばれる.ここで対象となる空間はマ

クロスケールの極大といえる. しかし ベントス全分類群を一

括してみると，全種類の約70%が4週間以内，約80%が6週間

以内の浮楳幼生期間をもっ.本稿では この期間に対応して研
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究対象とするべき空間スケールをメソスケールと一括して呼ん

だのであった.海洋学では，これらは沿岸海洋物理学が対象と

する時空間スケールである.一般にベントスの生活史戦略(コ

ストーベネフィット)の観点からは，浮i詐幼生による分散は，

分布域の拡大・未利用の好適棲み場所の発見や利用という利益

をもたらす一方，飢餓・被食・流失散逸の危険を絶えずはらん

でいると見なされている(菊池 1982).直達発生型幼生や短期

浮i蒔型幼生をもっ種は，これとは表裏の状況に直面していると

される.このことに関して 地質学的時間スケールで面白いデー

タが報告されている.たとえば，数百万年単位で腹足類の化石

資料を分析した結果，長期i手洗型幼生をもっ種は短期浮瀧型種

に比べ，種としての寿命が 2倍であるという (Jablonski & 

Lutz 1983). しかし，生態学的時間スケールでメタ個体群・

メタ群集の動態を研究するときには，異なった現象を比較する

視点のズレがないかを確認しておく必要がある.たとえば風日

田 (2000)は，かつては内湾の干潟に多量に生息していたウミ

ニナ類(巻貝)個体群が最近各地で絶滅していることに関して，

地域個体群が消滅しやすい種は浮瀞幼生期をもつものにみられ，

直達発生型の種個体群はかえって存続しやすいと報告している.

浮瀧幼生が行き着くべき好適な生息場所が，海岸改変工事のた

め不足するようになったためと風日田は考察している.しかし，

対象とする空間スケールをさらに広げてみると，現象の見方は

また変わりうる.たとえば，前段落で紹介した事例に戻って違

う角度から見ると，有明海の干潟個体群から放出されて橘湾へ

入り，さらに湾外に流出するハルマンスナモグリ幼生は死滅す

るのではなく，東シナ海に面した海岸の砂質干潟に到着して生

き延びるのかもしれない.逆に，イボキサゴの幼生は天草下島

の東海岸から富岡湾に流入し，その地域個体群をよみがえらせ

たが，メタ個体群全体としての頑健さはせいぜいその空間範囲

内(10~20km)に限られているともみなせよう.すなわち，

メソスケール空間を対象としたベントス個体群・群集生態学の

研究を海洋生態学的に意味のある内容にするためには，すぐれ

て地域的な個性をもっ海岸地形・ベントス生息場所の配置・沿

岸の海洋構造を詳細に把握したうえで浮癖幼生の分散・滞留・

回帰の実態を明らかにし，さらにそれがメタ個体群・メタ群集

全体の動態に与える影響を追究しなければならない.ベントス

生態学者は一方で，一般生態学へ通ずる法則や原理を発見した

いという欲求も常に抱いているものである.ローカルな複雑性

の探求のなかから普遍的な現象を見いだしていく営為に，研究

の醍醐味があると思う.
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Abstract As consultants working for the environmental assessment companies， we would like to 

propose following things to be considered in the future activity of the Plankton Society of Japan: 

1. To publicize the importance of plankton in aquatic ecosystem. 

2. Training of technicians for plankton identification 
3. Study on plankton indicators for environmental assessment. 

4. Publication of updated taxonomic information and textbooks by the Society. 
5. Reuse of plankton data and samples in possession of environmental consulting companies. 

6. Promotion of the communication system between planktologists in universities and research insti-

tutes and technical experts in private companies 

1.はじめに

平成11年 6月に施行された環境影響評価法の大きな特徴は，

従来のアセスメントが環境基準を満たしているかについて評価

を行う「目標クリアー」型であったのに対して，事業主が影響

をできる限り小さくしたかの努力を評価する「ベスト追求」型

に変わった事ことである.また，環境影響評価法で対象とする

要素は，環境基本法以外に「生物多様性の確保および自然環境

の体系的保全J，1人と自然の豊かな触れ合いJ， 1環境への負荷」

についての配慮であり，生態系，廃棄物および温室効果ガス等

が新たに加わった.

特に生態系の評価については，上依性(生物群集において栄

養段階の上位に位置する種) 典型性(重要な機能的役割を持

つ種，群集や生物の多様性を特徴づける種)，特殊性(洞窟や

塩生湿地など，小規模で特殊な環境に生息が強く規定される種)

を対象に影響評価をすることがうたわれている.

今回，本学会のプランクトンシンポジウム 121世紀のプラン

クトン研究のあり方を考える」において，環境アセスメントに

携わる企業からの発言の機会をいただいた.環境アセスメント

を取り巻く内容は上記のように変化してきており，最近では多

くの課題について事業者住民研究者 コンサルタント会社

がそれぞれの立場でより一層の解決のための努力をしていかな

ければならなくなっている.ここでは 環境アセスメント企業


